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論文内容の要旨

R. C. Penner は，種数がgの閉曲面から s{国の点を除いて得られる cusp 付き曲面の Teichm� ller 空間 7ンに，夫々

の cusp での重みの情報を付加して得られる decorate された Teichmuller 空間を胞体に分割しました。この分割は写

像類群の作用で変わらない様に成されていて，それは D. B. A. Epstein と R. C. Penner の共同研究による cusp の

ある双曲多様体の canonical decomposition の理論から定まります。

本論文は，境界のある曲面の Teichmuller 空間に対しての同様の分割が，東京工業大学の小島定吉先生による，

全測地的な境界のある双曲多様体の canonical decomposition の理論と， Pennerの証明の方針とを組み合わせると得

られるという結果を述べたものです。そこで先ずは canonical decomposition から説明します。

種数がgの向き付け可能な曲面から，互いに交わらないパ固の円板の内部を取り除いて得られる， compact な曲面

をFg， r とし，その Teichm� ller 空間を九 rで表す事とします。九 rの元は夫々凡'， r上に，境界が全測地的になる双曲構造

を定めます。この時に，境界に向かう最短線が二つ以上ある F g , r の内部の点の集合はグラフを成します。その双対

として得られる凡 rの胞体分割を，九 rの元に対するFg， rの canonical decomposition と呼びます。

さてFg， rを，境界から生じる辺と，境界どうしを結ぶ弧から生じる辺とが交互に現れる六角形に切り分けるとしま

す。この様な分割を生ずる凡， r内の弧の集合(の同値類)をム= (Clt C2， …… Cq) とすると ， q= 6 g-6 + 3 rであ

り， これは九 rの次元と一致します。この様なムから得られるFg， rの分割を truncated triangulation と呼ぶ事にしま

す。また，ムそのものか又はムから幾つかの弧を取り除いて得られるFg， rの胞体分割を truncated cellular decompoｭ

sition と呼ぶ事にします。更に， Fg， rの truncated cellular decomposition としてムを一つ定めた時に， canonical deｭ

composition がこのムと位相的に一致する九rの元の集合を色(ム)で表す事にします。これらの定義の下で，次の

「主定理」が得られました。

主定理 曲面Fg， r の truncated cellular decomposition としてムを一つ定める毎に，

己(ム)は，ムを定める弧の本数と次元が等しい開球と同相です。また，全ての truncated

cellular decomposition に対する己(ム)を集めた集合は， Tg， rの胞体分割となり，更にこ

の分割は写像類群の作用で変わりません。
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論文審査の結果の要旨

牛島 顕君は，境界付リーマン面の複素解析族の底空間であるタイヒミューーー均
えたo これは境問的体の標準聞の理論を応用い仰といふ;!店主??;??11
:;?;;?:f;;戸、;二;;f;?結果はさまざまな応問問るo よって本論文は博士働
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